
第２回宇部市短期集中予防サービス（通所型Ｃ）
検討委員会

R6.7.19 宇部市高齢福祉課



報告１ 短期集中予防サービス（通所型Ｃ）試行サービス事業者について

事業所名 フィットネスデイ
ミココロ

リハビリサポート
canon藤山店

リハビリデイサービス
プラスワン宇部店

介護老人保健施設
寿光園

所在地 上宇部142番地8 居能町三丁目2番
11-1号

常藤町5番25号 妻崎開作470番地3

所在地の圏域 中部 中部 南部 西部

提供地域 厚東川より東側 西部、中部、南部、
厚東、船木、川上
の一部

東部、中部、南部、
厚東と二俣瀬の一部

市内全域

定員 ５名 ５名 ５名 ９名

従事者の職種 理学療法士
作業療法士
看護職員

看護職員 理学療法士 作業療法士
言語聴覚士
管理栄養士

提供可能時期 ９月以降 8月下旬 8月下旬 ９月以降
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報告２

事業スケジュール

■検討委員会

■モデル事業

■次年度本格実施に向けた準備

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●第１回検討委員会

モデル事業実施

●第2回検討委員会

C型事業所事業所公募（7/11〆）

モデル事業検証

●第4回検討委員会

理学療法士または作業療法士と包括支援センター職員の同行訪問実施

●C型事業所決定

●同行訪問研修会開催(8/8）

●第3回検討委員会

関係機関説明

●サービス調整会議

制度設計・予算

地域包括支援センター職員による

モニタリング実施

課題を反映

●C型事業所向け研修会開催（8/13）

●包括職員向け説明会(7/24）

利用者の選定

R６スケジュール
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R７スケジュール
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■ 宇部市短期集中予防サービス 通称名

4

目標を設定し、９０日間の１日１日を自分と向き合いながら専門職の

アドバイスを実行し、再び自分らしい生活を取り戻す

「宇部市短期集中予防サービス」のロゴ。

自分らしい生活＝再び「希望」をもって生活できる喜びを取り戻して

もらうことを英語「hope」で表現。中央の2文字は９０日を反転して

表示。

concept
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介護サービスからの
卒業

＋
社会資源を活用しながら自分らしい
生活を送るためのマネジメントが
継続することができる状態

上記の状態にあることを、宇部市ではホープと呼びます。
再び「希望＝ホープ」を持って、自分らしい生活を送ることができる状態。

ホープの判定は、本人・地域包括支援センター・事業所の３者合意により
決定する。

※ 単純に介護サービスを必要としない状態だけを指すのではなく、卒業後、再び地域で
自分らしい生活を維持できる状態を指します。

■ 卒業の定義


